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平成 18年 3月 8日 (水)午後 6時 0分

日本歯科大学新潟歯学部アイヴィホール

日本歯科大学新潟短期大学
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歯科衛生研究会

会  長    内田 稔
実行委員長  阿部邦昭
企画運営委員 高橋正志、宮崎晶子、三富純子、坂井由紀、黒川裕臣
庶務渉外委員 佐藤治美、片野志保、土田智子、将月紀子、原田志保
事務担当委員 入江三夫

[一般講演・講演者の方へ]

1)コンピュータで投影をする方はコンピュータにディスプレイ端子を前もって
接続した状態で待機してください。

2)一般講演の発表時間は8分 (予鈴7分で青ランプ、終鈴8分で赤ランプ)、
討論時間は 2分です。
3)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。



第 24回 歯科衛生研究会プログラム
日時 平成 18年 3月 8日 (水)18時 00分～20時 05分
会場 日本歯科大学新潟歯学部 アィヴィホール

く(18:00-18:05>

「開会の辞」

一般講演

座長 内山美幸
<18:05-18:15>

1ヒトの永久歯におけるエナメル小柱の断面形態と幅径の歯種による違いについて
0高橋正志、森 和久*、 又賀 泉*、 (新潟短期大学、日腔外科学講座 2*)

<18:15-18:25>

2精 尿病患者のセルフケア確立を目指した関わリー心理的介入を通しての一考察―
渡辺聡美 (附属医科病院内科病棟 )

座長 長谷川幸世
<18:25-18:35>

3長期 SPI歯周サポート治療)を行つた症例
0日杵野衣、大森みさき*(附属病院歯科衛生科、総合診療科←)

<18:35-18:45>

4日 本歯周病学会認定歯科衛生士制度について
0坂井由紀、富井信之*、 大森みさき*、 阿部祐三**、 金谷―彦構 、両角祐子***.
佐藤聡***(附属病院歯科衛生科、総合診療科 争、総合診療科 3**、 歯周病学講座*料)

<18:45-18:55>

5インプラント周囲炎を伴う歯周炎患者の歯周治療経験‐プラークコントロールの工夫とその効
果について_

〇白井ともみ、富井信之*(新潟短期大学専攻科、総合診療科 争 )

~  
座長 原田志保

<18:55-19:o5>

6介 護保険制度における歯科衛生士の役割
0高野貴子、山崎明子、黒川裕臣 (附属病院歯科衛生科 )

<19:05-19:15>

7訪 問口腔ケァ実習一短大歯科衛生士学生の意識調査―
0長谷川幸世、熊倉幸子、藤田浩美、長澤貴子、両角希子、江面晃
(附属病院在宅歯科往診ケアチーム)



<19:15-19:25>

8水原郷病院における専門的口腔ケアの実際

○山口美紀子、山口浩子、坂井寿美、井村郁代、大竹―平、佐藤英明*、

南部弘喜*、 岡田康男*、 日中彰*(水原郷病院歯科口腔外科、附属病院口腔外科*)

特別講演

座長 伊勢村知子

<19:25-19:50>

「食育基本法・食事バランスガイドを歯科臨床に生かす』

中村直樹 (新潟短期大学)

く(19:50-19:55>

特別講演演者に対する感謝状の贈星

く(19:55=20:00>

『閉会の辞J



ヒトの永久歯におけるエナメル小柱の断面形態
と幅径の歯種による違いについて

新潟短期大学   o高 橋正志
新潟歯学部日外2  森 和久、又賀 泉

【目 的】ヒトの永久歯における内層、中層、外
層エナメル質でのエナメル小柱の断面形態と幅
径の歯種による違いについて検討し、その機能的
意味について考察することを目的とした。
【材料と方法】抜去後、ただちに 10%中性ホルマ
リンで固定した各歯種の永久歯を使用した。咬
(尖)頭頂および切縁の中央を通る頬 (唇)舌側
方向の研磨標本を作製し、偏光顕微鏡で観察し
た。同一標本のエナメル質表面にほぼ平行な再研
磨面を作製し、lo%NaOClで 1時間処理後、0.05″
HClで 3分問腐蝕し、水洗、アルコール脱水し、

聾[鰻驚替主「寒ぷ昼tttFを
施し、S-800型走

【結 果】大臼歯・月ヽ自歯では、切歯よりもシュ

喜覇話摯潜薫l蒼ざ項E雅房
雰:獣艤 筋幅島尉覇望好λ
冒壻彗iルを1髯賦鷲鷲曹翼嘉では、切歯で最も大きく、大臼歯で最も小さかっ

エナメル小柱はⅡ帯よりも細くなると考えられ
る。大臼歯・小日歯では、「食物をすりつぶす」
機能に適応 してシュレーゲルの条紋が発達して
おり、複雑な組織構造を形成し易いように、切歯
よりもエナメル小柱が細いものと考えられる。大
臼歯・小臼歯のエナメル芽細胞の密度は切歯より
も高いために、中層エナメル質でのエナメル小柱
の小柱体の断面形態が、切歯では丸みのある四角
形であるのに対して、大臼歯 。小日歯では丸みの
ある六角形になると推察される。

糖尿病患者のセノJフケア確立を目指した関わり

けでなく、外来での継続教育も大変重要である。



長期SPT(歯 周サポー ト治療)を行つた症例

附属病院歯科衛生科 〇日杵野衣
附属病院総診40歯周  大森みさき

【緒言】
歯周治療には継続的な指導・管理が重要である
と考えられる。しかし、患者の生活背景や心身の
状態から患者自身によるセルフケアが難しい場
合も少なくない。そのような場合、状況に合わせ
たサポー トが必要である。今回、患者の様々な背
景により十分なセルフケアを行うのが難しい症
例に対し、長期 SPT(歯周サポー ト治療)を行い
ながら治療を進めていった一症例を報告する。
【症例】

患者 :20歳 女性
初診 :平成 12年 3月 29日
主訴 :検診でう蝕を指摘され、治療希望
既往歴 :5歳の時に自閉症の診断を受けた
【現病歴】
平成 12年 3月 に検診でう蝕を指摘され、当時
の保存科へと初診来院した。同年 4月 に口腔清掃
の改善を行う為に当時の歯周治療科に依頼、転科
となった。

【口腔内および全身の所見】
口腔清掃状態は不良で全顎的にPlIス コア 2～
3の プラーク付着と一部の歯面で脱灰が認めら
れた。ブラッシングテクニックのレベルや既往歴
よる理解力や学習能力の不足から患者自身によ

量方倉蓬昌讐栞曇鯨冒鷲楚禁FEtξ痣高まふ膏
には反応することができ、歯科治療への拒否反応
はなかった。

【処置および経過】
患者自身によるセルフケアが不十分であった
ことから仕上げ磨きを保護者へ依頼した。しか
し、患者からの拒否反応がみられたため電動ブラ
シを導入し患者自身による口腔清掃の向上を図

皇itたし溝:意春香「層鎮慧鍾冒軍スでこr危
した。通法に従い、プラークコントロール、スケ
ー リング・ルー トプレーニングの初期治療を行

ではないかと思われる。初診時より認められてい
た歯面の脱灰の進行は見られず、現在は lヶ 月ご

暮:翼TZlケ
月ごとの歯周検査にて経過観察を

日本歯周病学会認定歯科衛生士制度について

附属病院歯科衛生科 :○坂井由紀、附属病院総合診療科
4:富井信之 大森みさき、附属病院総合診療科 3:阿部
祐三、歯周病学講座 :金谷一彦 両角祐子 佐藤聡
日本歯周病学会は、歯周病の予防・治療を通じ
て国民の健康な生活を確保するため様々な活動
を行っており、H17年度には認定歯科衛生士制度
を発足させました。そこで今回、第 1回認定歯科
衛生士認定試験を受験してきましたので、この制
度の概要について紹介させていただきます.
I認定歯科衛生士の認定】
1.歯科衛生士の免許証を有する者 2.通算 5年以
上の歯周病学に関する研修と臨床経験を有する
者 3.認定歯科衛生士申請時に研修単位 30単位以
上を有する者 4.認定歯科衛生士試験に合格した
もの 5。 認定歯科衛生士申請時に学会会員である
こと

【実務経験単位】実務経験単位とは、附則第 1条
附表 1にて定められている、研修 1年について付
与される単位であり、認定歯科衛生士申請時の実
務経験単位は 30単位以上とする。
【申請時の提出書類】
1.認定歯科衛生士認定申請書 2.履歴書 3。 日本歯
周病学会会員証明書 4..歯科衛生士免許証 (コ ピ
ー)5。 実務経験単位証明書 6。 在職機関所属長の認
定歯科衛生士推薦書 7.在職機関所属長の検印を
受けた症例報告書 8.認定歯科衛生士申請料
◎症例報告書とは
1.歯周病患者 5症例提示 2.すべての症例はメイ
ンテナンスまで進んでいること3.規定の用紙 (症
例報告書)に記入し口腔内写真を添えること 4.
在職機関の所属長の検印が必要
【認定試験 (プレゼンテーション)11.ヶ―スプ
レゼンテーションを行い口頭試問を受ける 2.時
間は 15分とする 3.ス ライ ドその他で行う

轟理コ醜爵:翻激 、電訴1
月 31日 までを暫定期間と定める。
H16年 10月 5日に歯周病専門医が厚生労働省
縄喜墓言雷庭讐竜ン亀魯二真響[賃響意:[言
言言喜颯鷲里:意曇換争磐tttI警島ヒlli讐の制度が発足されました。第1回認定歯科衛生士認定試験では、71人が申
雪猿征1理:理鼈鋸曜麗哲芳誓ヂ
各春笙盤駆靡    ど
なっています。



インプラント周囲炎を伴う歯周炎患者の歯周治療経験

=ィ
ラークコントロールの工夫とその効果について～

新潟短期大学専攻科        o白 井ともみ
附属病院総診40特殊歯周病治療外来  富井信之

【緒 言】
近年、広く臨床に応用されている歯科インプラントに
も、歯と同様に周囲支持組織への細菌感染によるインプ
ラント周囲炎が発症する。
今回、私は重度のインプラント周囲炎を併発する歯周
炎患者の歯周基本治療を行う機会を得たので、そこでの
プラークコントロールにおける工夫とその効果につい
て報告する。
【症 例】   57歳′女性
主 訴 :歯の動揺、歯およびィンプラント周囲

からの排膿   :  
「

¬
現 症:     o60

1112③

療であることが再認識できた:

介護保険制度における歯科衛生士の役割

附属病院歯科衛生科
~σ
吾覇頁亨丁面薦萌亨
黒川裕臣、三富純子

附属病院総診4    江面 晃
介護保険制度が2000年 にスター トし、5年

磐蔵握ふti倉蘭蓬菖デ:塞翼用警単7『昴馨量
える伸びを示 している。

法践 匙籠亀ζξ鶏 鷺 豪
y循
鰈

2005年 6月 、国会にて可決成立し、20o6
年4月 から改正介護保険法が施行される。

本理念である「自立支援Jをより徹底する為であ

月義段集昌tλf防
重視型のシステムヘと制度

量il:::;[曇[liきi:‖:「浸葬墓

≦           亀よI
その為に、歯科衛生士は、介護保険制度の重要
性を熟知してぉかなければならない。
そこで、今回、私達は、歯科衛生士として介護
保険制度とどのように関わって行くことが出来
るか報告したいと思う。



訪問口腔ケア実習

間に訪問口腔ケア実習に参加 した歯科衛生学科
学生 59名 を対象に、実習前後でアンケー トを行
つた。アンケー トは、要介護高齢者に対する介護

重層曇員言奮恵ここζ):マ [ヨ堅暑彗覆[翼星管7
項目とし、それぞれ 4段階で評価するものとした。
また、実習前の期待や不安、実習後の感想を記述
による回答とした。

【結果および考察】

護吾二ζI鎮寧llをど不θ言菖黙傘菖憲言奪
つていると回答した。これは、社会の動向や講義

と考える。

水原郷病院における専門的口腔ケアの実際

事「鴛層歴写3晏
奮饉雰黛
｀
どVTEI佐
麒明ヽ帥弘ま面

【緒言】

J蔀[読[種覇重糞隼蒔::[
雀」lI肇高諺集貧司鶴瑾写ζ丁

いる口腔ケアの方
【調査対象】
平成 17年 4月 1日から平成 18年 1月 31日ま

層::螺itr帥遭じ占ξ葬意
【調査方法】

事iF舅腑   纂鯖
η筵貨〕
転機な鷲猥1換壽霞舞ヒL『

睦環境

【考察】

£蠍 雛臨 席 ぷ肩ぞ

り系統立ててぃくこと、歯科医師、歯科衛生士の
みではなく、看護師や家族といった日常の口腔ケ
アに携わる方面への啓蒙も重要であると考えら
れた。



易み繁尋雪を皐ュ言雪無:歯
科医療ほ警Uい ,掌



次回の「歯科衛生研究会Jは平成 18年 7月 中旬に開催する予定です。多数の講演の申し込みをお待ちしてぃます。


